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一
日
十
二
万
六
千
人
の
乗
降
客
を
鍛
え
る
平
塚
市
の
玄
関
口
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
六
月

二
十
六
日
オ
ー
プ
ン
し
た
駅
ピ
ル
は
、
二
度
目
の
大
改
修
を
行
い
十
月
一
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

今
回
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
ラ
ス
カ
事
務
所
と
旅
行
セ
ン
タ
ー
が
新
館
に
移
転
す
る
の
で
、
売

り
場
面
積
が
広
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
塚
駅
改
札
口
の
自
動
化
、
平
成
八
年
秋
に
は
湘
南
ラ

イ
ナ
1
ホ
l
ム
の
建
設
と
、
駅
は
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
中
に
自
動
改
札

平
塚
駅
の
コ
ン
コ
1
ス
は
、

改
札
を
自
動
化
す
る
た
め
の
整

備
や
自
動
券
売
機
の
移
設
、
み

ど
り
の
窓
口
の
改
修
な
ど
で
、

大
変
広
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

み
ど
り
の
窓
口
は
、
ガ
ラ
ス
張

り
で
明
る
く
、
利
用
者
の
た
め

の
利
便
性
を
図
っ
て
い
ま
す
。

改
札
の
自
動
化
は
、
東
京
駅

か
ら
大
船
駅
ま
で
の
区
間
が
完

成
し
て
い
る
の
で
、
平
成
六
年

度
中
に
は
、
藤
沢
駅
か
ら
平
塚

駅
ま
で
完
成
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
改
札
の
自
動
化

は
、
駅
東
口
だ
け
で
な
く
西
口

も
行
わ
れ
ま
す
。
自
動
化
に
よ

り
、
出
札
の
効
率
が
よ
く
な
り

ま
す
。

び
ゅ
ー
は
コ

ン
コ
ー
ス
に

駅
ピ
ル
一
階
西
側
に
あ
っ
た

旅
行
セ
ン
タ
ー
「
び
ゅ

1
」は、

コ
ン
コ
1
ス
の
券
売
機
の
北
側

に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所

は
、
今
回
駅
ピ
ル
が
増
築
し
た

新
館
部
分
で
、
一
階
か
ら
三
階

ま
で
を
J
R
が
事
務
室
や
職

員
の
休
控
室
に
利
用
し
、
四
階

と
五
階
は
ラ
ス
カ
の
事
務
所
と

し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

一
階
に
総
合
案
内
所

湘
南
ひ
ら
つ
か
総
合
案
内
所

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
利
用

し
や
す
い
場
所
に
移
設
さ
れ
ま

す
。
場
所
は
、
駅
乗
降
口
階
段

の
二
階
部
分
の
踊
り
場
か
ら
ラ

ス
カ
の
東
側
入
口
(
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
側
)
に
入
っ
て
す
ぐ
右

側
で
す
。

開
設
時
間
は
、
従
来
ど
お
り

午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
。
業
務
内
容
も
従
来
ど
お
り

で
、
行
き
先
、
観
光
案
内
、
催

し
物
案
内
、
施
設
の
紹
介
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
広
報
紙
な

ど
を
置
い
て
い
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
館
に
ド
ー
ム

J
R
と
ラ
ス
カ
事
務
所
が
使

用
す
る
新
館
部
分
の
屋
上
に
、

中
世
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
風
の
ド
1
ム

が
完
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ド
l
ム
は
、
夜
間
淡
色

照
明
を
天
幕
の
内
側
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ベ
ル
マ
1
レ
平

塚
の
開
催
日
は
グ
リ
ー
ン
に
、

売
り
出
し
の
日
は
赤
色
に
と
、

特
徴
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

百
六
十
后
舗
が

八
年
振
り
に
行
っ
た
ラ
ス
カ

の
主
な
改
装
工
事
は
、
全
面
的

な
ト
イ
レ
の
改
修
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
新
設
、
駐
車
場
に
リ
ペ

ア
(
修
理
)
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
、

ベ
ピ
1
シ
ッ
タ
l
サ
ー
ビ
ス
の

開
設
な
ど
で
す
。

ま
た
、
新
館
に
事
務
所
が
移

転
し
た
た
め
、
売
り
場
面
積
が

一
千
五
百
平
方
針
広
が
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、

二
十
庖
舗
が

新
し
く
仲
間
入
り
し
、
生
ま
れ

変
わ
っ
た
百
六
十
庖
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ゾ
I
ン
が
で
き
ま
す
。

庖
内
の
変
化
率
は
七
O
軒
と
大

幅
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
屈
の
中
に
は
、
今
人

気
の
あ
る
県
内
で
三
番
目
の
J

リ
l
グ
グ
ッ
ズ
の
居
、

T
V
K

直
営
庖
も
入
っ
て
い
ま
す
。

夢
の
あ
る
ト
イ
レ
に

改
装
工
事
で
一
番
力
を
注
い

で
い
る
の
が
ト
イ
レ
で
す
。
公

衆
ト
イ
レ
の
汚
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
取
り
除
こ
う
と
、
女

子
社
員
に
よ
る
ト
イ
レ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
1
ム
が
構
築
さ
れ
、

女
性
に
や
さ
し
い
、
障
筈
者
に

や
さ
し
い
ト
イ
レ
が
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の

考
え
を
打
破
し
、
男
女
の
面
積

比
率
五
対
五
を
三
対
七
の
割
合

に
し
て
、
女
性
の
面
積
を
大
幅

に
広
げ
て
い
ま
す
。

海
、
空
、
太
陽
、
星
な
ど
、

フ
ロ
ア
ご
と
に
迫
っ
た
テ
1
マ

で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ト
イ
レ

は
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
個
性
的

で
、
親
切
な
ト
イ
レ
で
す
。

ま
た
、
一
階
と
二
階
の
中
間

に
あ
る
ト
イ
レ
は
、
電
話
や
メ

モ
の
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
持
つ

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

・
ウ
ー
マ
ン
向

け
ト
イ
レ
、
二
階
と
三
階
の
中

間
に
あ
る
ト
イ
レ
は
、
ホ
テ
ル

の
上
品
で
洗
練
さ
れ
た
感
覚
で

女
性
の
た
め
の
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー

ナ
ー
を
持
つ
ト
イ
レ
。
三
階
と

四
階
の
中
間
ト
イ
レ
に
は
、
高

齢
者
の
た
め
の
口
す
す
ぎ
や
拡

大
鋭
の
あ
る
エ
ル
ダ
l
ト
イ

レ
、
四
階
と
五
階
の
中
間
ト
イ

レ
に
は
、
子
供
用
ト
イ
レ
や
お

む
つ
か
え
コ
ー
ナ
ー
、
授
乳
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
る
男
女
兼
用

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ト
イ
レ
な
ど
で

す。
飲
食
街
は
夜
叩
時

五
階
レ
ス
ト
ラ
ン
街
の
営
業

時
間
は
、
午
後
九
時
か
ら
一
時

間
延
長
さ
れ
午
後
十
時
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
電
車
の
時
間
待

ち
な
ど
に
便
利
で
す
。

ラ
ス
カ
の
営
業
時
間
外
に
レ

ス
ト
ラ
ン
街
へ
行
く
に
は
、
階

段
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

利
用
者
の
利
便
を
図
る
た
め
、

平
塚
駅
コ
ン
コ
1
ス
(
び
ゅ
l

の
隣
り
)
か
ら
直
接
行
け
る
直

行
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

ベ
ビ
l
シ
ツ
タ
l

こ
の
外
、
買
い
物
客
の
た
め

に
、
四
階
に
べ
ピ
l
シ
ッ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
設
け
た
り
、
駐
車

場
に
は
靴
の
修
理
と
合
か
ぎ
の

リ
ペ
ア
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し
た

り
、
五
階
か
ら
六
階
の
ラ
ス
カ

ホ
l
ル
ま
で
は
、
ガ
ラ
ス
張
U

の
シ
1
ス
ル
l
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

-35周年を迎えた平塚青年会議所 、
泣かな明るいまちをつくろうと務仕活

動を続けて35周年を迎えた「平塚~l年会

議所j を取材した。取材は消水純子(西

八幡)さん

(
社
)
平
塚
官
年
会
議

所
創
立
三
十
五
周
年
を
記

念
し
て
、
九
月
三
日
横
浜

ゴ
ム
迎
賓
館
で
記
念
式
典

砂

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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4
司

4

句

平
塚
背
年
会
議
所
は
、

4
司

「
明
る
い
鐙
か
な
社
会
を

一

つ
く
ろ
う
」
を
目
的
に
、

一

昭
和
三
十
四
年
に
設
立
さ

一

れ
ま
し
た
。
会
員
は
二
十

一

歳
か
ら
四
十
歳
の
平
塚
市

一

に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

一

方
、
百
五
十
七
人
で
す
。

一

少
年
野
球
、
市
民
講
演
会
、

一

市
民
市
な
ど
、
平
塚
に
根

一

づ
い
た
事
業
に
取
り
組
ん

一

で
い
ま
す
。

一

今
年
で
三
回
目
の
「
わ

一

ん
ぱ
く
探
検
隊
」
で
は
、

一

百
五
十
人
の
親
子
が
ぴ
わ

一

青
少
年
の
家
に
集
い
、
自

一

由
に
遊
ぶ
こ
と
の
大
切

一

さ
、
子
供
社
会
の
中
で
の

一

年
齢
を
超
え
た
つ
き
あ

一

い
、
大
家
族
の
楽
し
さ
な

一

ど
、
貴
重
な
体
験
を
味
わ

・

い
ま
し
た
。

• 
・

市
主
催
の
緑
化
ま
つ

り
、
青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な
ど
に
も
参
加
し
、
山
一
口
巾

に
平
塚
に
つ
い
て
考
え
、

平
塚
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
と
い
え
そ
う
で
す
。

平
塚
青
年
会
議
所
で

は
、
月
二
回
の
定
例
会
で

講
演
会
や
十
一
の
委
員
会

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
会
は
、
毎
年
メ
ン
バ

ー
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
誰
も
が
常
に
幅
広
い

勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
神

奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
も

選
出
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
塚
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

委
員
会
を
設
け
、
平
塚
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
化
に
対
応

し
よ
う
と
、
韓
国
の
聖
知

(
ソ
ン
ジ
)
と
姉
妹
締
結

を
し
て
、
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
交
流
に
は
、
市

民
に
お
な
じ
み
の
七
夕
太

鼓
が
活
蹴
し
て
い
ま
す
。

「創
ろ
う
蹄
く
未
来
、

広
げ
よ
う
す
て
き
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
ま
す
ま
す
の
活
蹄

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

青年会議所のみなさんの配念撮影• • • 



(2) 平成6年 9月 15日第 535号

会市立鈎稚園

広報ひらつか

市内の幼稚園一覧

(真土)

(御殿)

(筒鍛回)

(土届)

(小鍋島)

(南金目)

(夕陽ケ丘)

(天沼)

(出縄)

(大神)

(東八幡)

(大神)

{黒部丘)

{四之宮)

(真田)

(根板間)

(桜ケ丘)

(山下)

(虫反.t;'b)
(浅間町)

(訟原町)

(平塚)

(河内)

(入野)

(関城ケ丘)

(束中原)

(岡崎)

(見附町)

(繍)

(松風町)

(下品)

さくら幼稚園

ひばり幼稚園

盟国幼 稚園

土屋幼 稚園

城島幼稚闘(休園中)

金目幼 稚園

浴幼稚園

松原幼 稚闘

女私立鈎稚園

育英幼稚園

大神美里幼稚園

大野幼稚 園

神田幼稚 園

黒部丘幼稚園

さきとり幼稚園

さなだ幼稚園

清水学闘付属幼稚闘

湘南桜ケ丘幼稚園

しらふじ幼稚園

つくし幼稚園

つるみね幼稚園

道 和幼 稚闘

なでしこ幼稚園

白鳥幼稚園

花 乃幼 稚闘

花水幼稚闘

束中原幼稚園

平岡幼稚園

平塚二葉幼稚園

平塚めぐみ幼稚園

松風幼稚園

美 里幼 稚闘

た
、
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は

明
る
い
色
の
服
や
夜
光
反
射
材

な
ど
を
身
に
付
け
て
、
自
分
の

存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

一
方
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
お

年
寄
り
が
歩
い
て
い
た
り
、
自

転
車
に
乗
っ
て
い
る
の
を
見
掛

け
た
ら
、
一
時
停
止
や
徐
行
を

す
る
な
ど

「思
い
や
り
の
あ
る

運
転
」
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き

た
い
。

日

(
火
)
5

0
問
い
合
わ
せ
先
学
務
課
学

事
係
(
内
線
五
二
O
)

図
書
館
と
い
う
と
「
本
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
最

近
は
ビ
デ
オ
や
C
Dな
ど
の
視

聴
覚
資
料
の
利
用
が
全
体
の
一

割
を
超
え
て
い
る
。
主
な
も
の

で
は
、

C
D
が
約
七
千
四
百

枚
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
約
五
千

本、

L
D
が
約
一
千
百
枚
あ
る

が
、
人
気
の
あ
る
作
品
は
順
番

十
月
卜
六
日
か
ら
二
十
二
日

ま
で
は
行
政
相
談
週
間
(
総
務

庁
)
、
ま
た
十
月
一
日
か
ら
七

日
ま
で
は
公
証
週
間
(
法
務
省
)

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、

行
政
相

談
・
公
証
相
談
所
が
開
設
さ
れ

る
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も

守
ら
れ
る
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
を
。

。
日
時

凶
月
4
日
(
火
)
午

後
1
時
5
4
時

。
場
所

市

役

所
B
会
議
室

。
相
談
受
け
付
廿
内
容

マ
行
政
相
談
国
・
県

・
市
な

ど
行
政
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦

情
や
要
望
な
ど
を
お
聞
き
す
る

ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
、
民
生
・

児
童
委
員
が
人
権
や
心
配
ご
と

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受

け
す
る

マ
公
証
相
談
不
動
産
の
売
買

な
ど
財
産
上
の
重
要
な
取
り
引

き
に
閲
す
る
契
約
哲
や
遺
言
骨

な
ど
に
つ
い
て
、
法
部
の
専
門

家
で
あ
る
公
証
人
が
相
談
に
当

た
る

。
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く

り
課
市
民
相
談
係
(
内
線
二
九

一一一)ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ス

に
N
o
x
の
規
制

ク
リ
ー
ン
な
大
気
環
境
を
目

指
し
て
、
昨
年
十
二
月
か
ら
平

塚
市
を
含
む
首
都
圏
と
、
大
阪
・

兵
庫
圏
の
特
定
地
域
に
お
い
て

「
自
動
車
N
O
x
法
」
に
よ
る

「
車
種
規
制
」
が
始
ま
っ
て
い

る。
と
れ
は
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ス

等
に
関
し
て
特
別
の
基
準
を
定

め
、
そ
の
基
準
に
適
合
す
る
窒

紫
酸
化
物

(
N
O
X
)
の
よ
り

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

中央図書館

待
ち
の
こ
と
が
多
い
(
平
成
五

年
度
末
の
数
字
、
中
央
館
、
北

館
、
西
館
の
合
計
)。

と
こ
ろ
で
、
根
強
い
人
気
が

あ
る
の
が
十
六
ミ
リ
映
画
フ
イ

わ
れ
る
お
年
寄
り
が
交
通
事
故

一
げ
ら
れ
る
。

に
遭
う
ケ
1
ス
が
多
く
な
っ
て

一

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
道

い
る
こ
と
。

全
国
的
に
み
る
と

一
路
を
渡
る
と
き
は
無
理
を
せ

交
通
事
故
で
亡
く
な
る
人
の
約
一
ず
、
横
断
歩
道
の
あ
る
安
全
な

四
分
の

一
は
、
六
十
五
歳
以
上
一
場
所
を
渡
る
よ
う
に
す
る
。
ま

の

お

年

寄

り

で

あ

る

。

一

I
l
l

1

1
1
1
l
i
--

特
に
歩
行
中
の
お
年
寄
り
の
一

'
'
p

，
.
，

r
-
E
-

事
故
が
多
く
、
そ
の
中
で
も
道
一

号

、

，

A
J
ラ
イ
タ
ー
教
室

路
を
横
断
中
の
事
故
が
八
割
以
一

一

上
を
占
め
て
い
る
。
原
因
と
し
一
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
と
と
一
マ
日
時

叩
月
日
日

(
日
)
午

一

て

は
、
お
年
寄
り
自
身
、
年
を
一
も
に
多
い
の
が
、
オ
ー
ト
バ
イ

一
後
1
時
3
3
時

一

重
ね
る
に
つ
れ
体
力
が
低
下
し
一
に
よ
る
若
者
の
事
故
。

一
マ
会
場
荒
井
自
動
車
学
校
花

一

反
射
神
経
が
衰
え
て
く
る
に
も
一
そ
こ
で
、
若
者
の
オ
1
ト
パ
一
水
校

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
に
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
か
か
わ
ら
ず
、
無
理
な
横
断
を
一
イ
週
転
技
術
の
向
上
と
、
危
険

一
マ
対
象
・
定
員
同
校
生

・
一

ま
で
の
十
日
間
、
「
交
通
ル
1
が
全
国
一
斉
に
練
り
広
げ
ら
れ
し
た
り
、
あ
る
い
は
車
の
ほ
う

一
を
読
み
取
る
力
を
つ
け
る
こ
と

一
般
日
人

ル

守

る

主

役

は

私

か

る

。

が

止

ま

っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

一
を
目
的
に
、
第
二
回
ヤ
ン
グ
ラ

一
申
し
込
み
は
、

9
月
初
日

ら
」
、
「
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
目
い
う
よ
う
な
「
思
い
込
み
」
を

一
イ
ダ
l
ス
ク
ー
ル
が
闘
か
れ

一

(
金
)
ま
で
に
交
通
安
全
課

か
ら
守
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
引
く
の
は
、
交
通
弱
者
と
い
し
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
挙

一
る。

一

(
内
線
二
五
五
)
へ

4
月
1
日
ま
で
の
出
生

マ
4
歳
児
(
2
年
保
育
)
平

成
2
年
4
月
2
日
1
平
成
3
年

4
月
1
日
ま
で
の
出
生

市
内
の
市
立
・
私
立
幼
稚
園
四

・
五
歳
児
を
募
集
す
る
が
、
る
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。
マ
3
歳
児
(
3
年
保
育
)
平

で
は
、
来
年
度
の
幼
稚
園
児
を
市
立
幼
稚
園
は
一
年
保
育
の
た

O
募
集
す
る
幼
稚
園
左
表
の
成
3
年
4
月
2
日
3
平
成
4
年

募
集
す
る
。
入
国
に
つ
い

て

は

め

五

歳

児

の

み

の

募

集

と

な

と

お

り

4

月
1
日
ま
で
の
出
生

直
接
希
望
さ
れ
る
幼
稚
園
に
お
る
。
た
だ
し
、
金
自
幼
稚
園
は
O
入
国
で
き
る
幼
児
O
入
国
願
告
の
配
布
叩
月
日

問

い

合

わ

せ

を

。

二

年

保

育

を

試

行

す

る

た

め

、

マ

5

歳

児

(

1

年

保

育

)

平

日

(

土

)

5

な
お
、
私
立
幼
稚
園
は
=
了
四
歳
児
を
二
十
五
人
募
集
す
成
元
年
4
月
2
日
1
平
成
2
年
O
入
国
願
書
の
受
付
日
月
1

必
噌

o
o
r
O

F

b

q

o

q

a

h

H

d

A

U

Z

E

J

o

o

q
L
唱

A

F
D

。。

、i
n

u

。3
勾

'

t

d

勺

'

に

d

司

A

に
d

c

O
胃

A
A
H
d
O
6

必“

z
q
L
O
D
h
u

-

2

2

1

5

4

8

3

1

8

0

4

5

5

0

8

2

3

3

0

9

7

7

8

2

4

8

6

2

5

3

 

必
噌

o
o
q
3

A
U
T
n
v
q
'
U
司

A

o

o

q

L

内
4

q

o

o
o

n
習

に
iu
n
u
n
u
e
o
q
'
u
A
U
内

U

に
d
A
-
o
O
A
U
《

H
4
0
6
唱

A

O

O

A
守

E

J

o

。

4

3

5

1

0

0

4

2

2

3

7

0

1

3

0

8

2

3

7

2

0

2

7

0

5

4

1

0

3

0

3

 

一
一

一

一
一
一
一
一

一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一

一
一
一

一
一

一
一
一
一
一

一
一

1

1

8

5

8

2

3

3

4

1

5

1

4

8

8

1

4

8

2

1

1

2

2

1

3

8

1

2

2
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E
J
q
o
q
o
p
b
E
U
E
d
q
L
内

L

q

a

c

J

η

L

E

d

q

J

R

d

F

D

F

b

q

o

q

o

c

J

η

L

q

δ

q

O

句。。。今、
υ
吟

o
t
u
q
o
q
o
q
L
C
U

幼
稚
園
児
の
募
集

ル
ム
。
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
l
で
見
る
よ
り
も
明
る
く
美

し
く
観
賞
で
き
る
と
好
評
で
、

学
校
や
会
社
、
子
供
会
や
老
人

ク
ラ
ブ
と
い
っ
た
様
々
な
団
体

少
な
い
車
を
使
用
し
て
い
た
だ

こ
う
と
す
る
も
の
。
こ
の
規
制

は
、
新
車
は
も
ち
ろ
ん
現
在
使

用
中
の
市
中
に
も
適
用
さ
れ
る
。

詳
し
く
は
、
神
奈
川
陸
連
支

局
(
電
話
附
l
m
|
六
八
O

三
て

ま
た
は
相
模
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所
(
屯
話
O
四
六

二
l
m
l
O
O
八
五
)
へ
お
尋

ね
を
。明

る
い
選
挙
の

標
語
を
募
集
中

平
塚
市
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
で
は
、
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方
を
対
象
に
、
明
る
い
選

挙
を
推
進
す
る
標
語
を
募
集
す

る。
応
募
は
、
は
が
き
に
作
品
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先

(
学
校
)
名
を
記
入
の
う
え
十

月
三
十
一
日
(
月
)
ま
で
に
、

〒
加
平
塚
市
浅
間
町
九
i
一

平
塚
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
内
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

へ。

に
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。
特

に
、
映
画
を
見
る
機
会
の
少
な

く
な
っ
た
子
供
た
ち
に
は
新
鮮

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
だ
。

中
央
図
書
館
で
は
、
こ
の
十

六
ミ
リ
映
画
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
乙
う
と
、
休
館
日
を
除
く
毎

週
日
臨
自
の
午
前
十
時
と
午
後

二
時
の
ニ
回
、
三
階
ホ
1
ル
で

映
画
会
を
開
い
て
い
る
。
上
映

す
る
の
は
所
蔵
し
て
い
る
フ
ィ

ル
ム
ば
か
り
で
な
く
、
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
公
開
さ
れ
た
ば
か
り
の

作
品
も
あ
る
。
上
映
日
は
、
広

報
ひ
ら
つ
か
十
五
日
号
の
五
面

催
し
物
コ
ー
ナ
ー
で
毎
月
紹
介

し
て
い
る
。

。
問
い
合
わ
せ
先
中
央
図

館
(
電
話
出
l
O
四
一
五
)

市
民
相
談
室

(市
役
所
)
お
l
一
一
一
一
・
内
線
二
九
三

O
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
談
9
月
初
日
(
火
)
、
叩
月
4
臼

(
火
)
日
時
i
M
時

。
一
般
法
律
相
談
毎
週
水
曜
日
日
時
S
M時、

予
約
制

。
登
記
供
託
測
量
相
鍛
叩
月
M
日
(
金
)
日
時

t
m時

。
住

宅

相

股

9

月
初
日
(
火
)
日
時
3
M
時

。
発
明
考
案
特
許
相
談
叩
月
3
日
(
月
)
日
時
3
日
時

。
下
請
取
引
相
談
9
月
四
日
(
金
)
日
時
却
分
5
M
時

。
定
例
年
金
相
談
叩
月
日
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
験
毎
週
金
曜
日
9
時
i
M
時

。
一
一
般
市
民
相
談
毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
1
M
時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l
七
三
一
一

O
青
少
年
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
i
M
時

。
出
張
相
践
(
岡
崎
公
民
館
)
9
月
初
日
(
金
)
叩
時
S
M
時

。
悩
み
ご
と
は
e

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
l
七
八
三
O

毎
週
月
1
金
昭
日
9
時
S
M
時
却
分
(
土
昭

日
は
日
時

sm時
却
分
)

福
祉
会
館
お
|
二
三
三
三

。
専
門
(
法
樟
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談
刊
月
日
目
(
木
)

日
時
却
分
3
日
時
却
分
、
予
約
制

。
生
活
支
援
相
談

毎
週
月
3
金
曜
日
8
時
泊
分
5
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
験
毎
週
月
5
金
植
田
8
時
却
分
3
口
時

。
結

婚

相

般

毎

週

日
曜
日
叩
時
1
日
時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
母
子
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
1
M
時

。
家
庭
児
童
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
i
M
時

。
婦

人

相

談

叩

月
日
臼
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
験

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
却
分
1
M
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
響
小
学
校
北
側
)

話
ー
六

O
一
二

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
3
口
時
(
篭
話
に

よ
る
相
談
は
毎
週
月
1
土
曜
日
9
時
1
口

時
)
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美
術
館
で
は
、
九
月
二
十
三

日
の
秋
分
の
日
か
ら
、
企
画
展

「近
代
版
画
の
箪
命
・
ド
イ
ツ

表
現
主
義
の
版
画
展
」
を
開
く
。

二
十
世
紀
初
顕
、
ド
イ
ツ
を

中
心
に
起
こ
っ
た
表
現
主
義
の

運
動
は
、
美
術
だ
け
で
な
く

様
々
な
芸
術
分
野
で
展
開
さ
れ

た
。
内
面
の
表
現
を
重
ん
じ
、
人

間
の
本
質
に
目
を
向
廿
た
そ
の

芸
術
は
、
今
世
紀
の
美
術
の
流

れ
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
と
り
わ
け
版
画
で
は
、
木

版
画
が
復
興
さ
れ
、
中
世
や
原

(3) 

広
報
広
聴
課
で
は
、
東
京
電

一

購
師
は
、
お
色
気
漫
談
や
、

力
平
塚
営
業
所
と
の
共
催
で
、

一
最
近
で
は
個
性
派
俳
優
と
し
て

今
年
も
市
民
文
化
講
演
会
を
開
一
お
な
じ
み
の
ケ
ー
シ
ー
高
峰

催

す

る

。

一

氏

。

テ

l
マ
は
「笑
い
と
健
康
」

マ ック ス ・ペ ヒシュタイ ン

「祭日の焼肉を射るJ(1911年)

始
美
術
を
思
わ
せ
る
紫
朴
で
力

強
い
表
現
が
生
み
出
さ
れ
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
二
十

九
作
家
、
百
七
十
六
点
の
作
品

に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版
画
史

に

一
時
代
を
画
し
た
ド
イ
ツ
表

現
主
義
の
版
画
芸
術
を
、
五
つ

の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
紹
介
す

る
。
ぜ
ひ
ご
観
日
を
。

マ
会
期

9
月
お
日

(
祝
)

i
凶
月
日
日

(
口
)

・
開
館
時

間

午

前
9
時
却
分

1
午
後
4
時
日
分

マ
観
覧
料
一
般
五
百
円
、

高
校
生

・
大
学
生
三
百
円
、

小
学
生

・
中
学
生
百
円

マ
休
館
日
毎
週
月
曜
日
・
凶

月
日
日

(
火
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

美
術
館

(
屯
括
お
l
一
一
一
一
一
)

参
加
団
体
を
募
集

施
設
見
学
会
を
希
望
さ
れ
る
方

広
報
広
聴
課
で
は
、
観
光
パ

ス
を
利
用
し
て
市
内
の
公
共
施

設
な
ど
を
案
内
す
る
施
設
見
学

会
の
参
加
団
体
を
募
集
す
る
。

対
象
は
、
十

一
月
か
ら
来
年

で
、
ユ
ー
モ
ア

一
杯
の
楽
し
い

講
演
が
期
待
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
を
。

申
し
込
み
は
、
は
が
き

こ

人
一
枚
)
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、

一T
m平

塚
市
浅
間
町
九
|
一
平
塚
市

広
報
広
聴
課

「
市
民
文
化
講
演

会
」
係
へ
。

マ
日
時
日
月
刊
日
(
火
)
午

後
1
時
持
分
3
3時
却
分

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
定
員
七
百
人
(
先
着
順
)

三
月
ま
で
の
聞
に
実
施
を
希
望

す
る
自
治
会
、
子
供
会
な
ど
の

団
体
こ
団
体
五
十
人
)
で
、

募
集
団
体
数
は
五
団
体
。

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
団

体
名
、
実
施
希
望
月
、
代
表
者

氏
名

・
住
所

・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
九
月
三
十
日
(
金
)

ま
で
に
〒
加
平
塚
市
浅
間
町
九

ー
一
平
塚
市
広
報
広
聴
際

(
内
線
三一

四
)
へ
。
な
お
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
と
な
る
。

自
転
車
に
乗
れ

な
い
女
性
教
室

平
塚
競
輪
場
を
会
場
に
し
て

「自
転
車
に
乗
れ
な
い
女
性
の

た
め
の
自
転
車
教
室
」
が
聞
か

れ
る
。

マ
日
時

叩
月
8
日
(
土
)、

9

日
(
日
)
、
午
前
叩
時

5
午
後
4

時
却
分

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の

四
歳
以
上
の
女
性

マ
定
員
初
人
(
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
せ
ん
)

マ
参
加
料

一
千
円
(
傷
害
保

険
加
入
料
等
を
含
む
)

申
し
込
み
は
、
九
月
十
六
日

(
金
)
か
ら
三
十
日
(
金
)
ま

で
に
、
事
業
課
庶
務
係
(
屯
話

幻

l
三
九
三
五
)
へ
。

市

民

文

芸

「

互

の

部

」

の

句

各
部
門
の
入
選
作
品
が
決

マ
1
席
風
鈴
と
団
扇
で
過

ま

っ

た

。

入

賞

さ

れ

た

主

な

す

老

い

の

窓

地

保

合

容

子

方

々

は

次

の

と

お

り

。

(

敬

(

御

殿

)

称

略

)

マ

2
席

三
度
目
の
風
呂
に

O
俳

句

選

組

「立
の
側
一
一、

と

び

込

む

熱

帯

夜

松

田

由

「

紫

静

」

応

募

三

百

五

十

貴

子

(

見

附

町

)

五

句

マ

3
席
炎
天
を
帰
っ
て
水

マ
1
席

ひ

ら

Z
I
-
-
'
・・:、‘，、
EE-?-ー

を
音
で
飲
み

ひ
ら
と
黒
い
ド
牢
土
景
品
い
X
出
口

7
ん
入
聖
ι書
=

内

田

き

え

子

レ
ス
の
互
の
蝶

1

1

j
・
4

で
ご
{
-
て

3
・

2
(馬
入
本
町
)

木
村
み
つ
え
(
南
金
同
国

)

O

現
代
詩
応
募
9
編

マ
2
席

石

仏

に

何

暗

い

て

マ

1
席

「小
さ
な
天
使
」

梅

雨

の

蝶

阿

藤

敦

子

(

明

笹

尾

雅

美

(

平

塚

)

石
町
)

マ

2
席

「

ひ
か
り
の
な
か

マ
3
席

背

紫

蘇
が

匂

ひ

母

の

贈

り

」
宮
林
良
行
(
諏
訪

の

忌

近

く

な

る

大

沢

野

恵

町

)

子

(
袖
ケ
浜

)

マ

3
席
「
溜
め
息
」
尾
上

。
短

歌

選

題

「容

・

互

の

其

知

子

(
東
八
幡
)

最
優
秀
に
猪
股
・
あ
さ
だ

庖
舗
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

最
優
秀
賞
の
ラ
・
ク
ロ
ワ
猪
股

雑
草
の
刈
り
取
り
を

枯
れ
草
に
よ
る
火
災
は
、

一

度
発
生
す
る
と
瞬
く
問
に
燃
え

広
が
り
、
建
物
な
ど
に
燃
え
移

る
こ
と
も
あ
り
非
常
に
危
険
で

あ
る
。消

防
署
で
は
、
冬
に
な
っ
て

枯
れ
草
に
よ
る
火
災
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
、
毎
年
空
き
地
や
休

耕
固
な
ど
に
生
い
茂
っ
て
い
る

雑
草
の
調
査

(
今
年
は
十
月
か

庖
舗
の
近
代
化
や
経
営
の
合

理
化
、
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
な
ど
を
競
う
平
塚
庖
舗
コ
ン

ク
ー
ル
が
聞
か
れ
た
。

今
年
度
は
十
九
庖
舗
が
参
加

し
、
最
催
秀
賞
に
は
、
靴

・
履

物
・
た
ば
こ
販
売
の
「
L
E
S

C
L
O
S

栴
股
」
(
紅
谷
町
)

と
理
容
業
の

「
へ
ア
l
サ
ロ
ン

ら
)
を
行
い
、
そ
の
土
地
を
お

持
ち
の
方
に
刈
り
取
り
を
お
願

い
し
て
い
る
。

雑
草
は
背
草
の
う
ち
が
刈
り

取
り
ゃ
す
い
の
で
、
枯
れ
る
前

に
刈
り
取
り
を
。
ま
た
、
同
時

に
空
き
家
の
調
査
も
行
う
の
で

持
ち
主
の
方
は
戸
締
ま
り
の
砿

恕
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
刈
り
取
っ
た
草
を
焼

却
す
る
と
き
は
、
事
前
に
消
防

署

(
屯
話
引
l
三
ニ
四
O
)
に

ご
連
絡
を
。

雑
詠
そ
の
他
」

十
四
首

マ
1
席

手
を
つ
な
ぎ
閥
歩

し
来
る
若
き
迷
ベ
ル
マ
l
レ

励
ま
す
竹
飾
り
の
下
小
柳

孝
子
(
根
坂
間
)

マ
2
席
執
着
の
淡
く
な
り

楽
し
現
身
の
香
司
に
購
む
る

応
募
百

香
「
花
こ
も
ん
」
小
清
水

り
ょ
う
(
南
金
問
)

マ
3
席
盤
海
の
切
れ
間
に

碧
く
線
紗
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

見
ゆ
ニ
六

O
O
フ
ィ
ー
ト

内
海
良
子

(世
原
町
)

。
川
柳
選
題
「持
(
し
ょ
・

あ
っ
こ

応
非
百
八
十
三

あ
さ
だ
」
(
中
原
)
の
二
庖
が
選

ば
れ
た
。

優
秀
賞
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

マ一

般
小
売
業
庖
の
部

・い

つ
こ
う
(
夕
陽
ケ
丘
)
、
制

ヒ
ジ
カ
タ
サ
イ
ク
ル

(花
水

台
)
、
制
フ
ロ
ー
ラ
せ
お
(
富
士

見
町
)
、

D
e
-
-
a
V
U
(明
石

町
)

マ
飲
食

・
サ
ー
ビ
ス
柴
崎
の
部

・割
烹
竹
万

(花
水
台
)
、

H
0

M
M
E
(明
石
町
)
、
カ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
パ
ナ
シ
エ

(天
沼
)、
レ

ス
ト
ラ
ン
プ
ラ
ン
シ
ェ
ッ
ト

(見
附
町
)

監
査
の
結
果

先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に

つ
い
て
、
監
査
委
員
の
小
宮
蹟

司
氏
、
神
部
禎
夫
氏
、
奥
山
晴

治
氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

マ
監
査
公
表
第
日
号
①
対
象

教
育
委
員
会
に
お
け
る
予
算
の

執
行
等
財
務
に
閲
す
る
事
務

②
結
果
お
お
む
ね
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
た

マ
監
托
公
表
第
同
号

①

対
象

河
川
下
水
道
部
に
お
け
る
予
訴

の
執
行
等
財
務
に
関
す
る
事
務

②
結
果
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
た

-・.9月納期の市税 ・手数料・二

O対象税等

・固定資産税 (第 3期)

・国民健康保険税 (第 4期 )

・国民 年金保険料 (第 6期)

・消掃し尿従量手数料 (第 6期)

・消掃 ごみ 手数 料 (第 2期)

・公共下水道使用料 (第 2期)

会納期 最終日 9月30日(金〉

。便利な口座振替制度のご利用を

口座振替を申し込まれた方は、申

し込まれた月の 1か月後の納期から

振り替えが開始される。口座振替は

納期の最終日が振替日となるので、

前日までに預金残高の確認を。

B席3.000円(小・中・高校生 は A.Bff{;

に限り2.000円、市民センターで発売)

く>前売り 市民センター、ヤンレイレコ

ード (ラスカ 4 F)、稲元医楽著書r.5、

サクラ01苫コミック館、チケ ットぴあ

(長崎屋 4F)、花水鉛I苫、チケッ ト

セゾンで販売。

・電話予約 市民センター

・問い合わせ市民センター沼穏32-

2235 

日時 10月 9日(日)

開場午後 1時30分、開演2時

会場市民センター
・出演 指抑松尾葉子、ピアノ横山幸雄

・曲目 チ ャイコフスキープログラム

ピアノ協奏曲第 1番 OP.23

三大バレエハイライ ト「白鳥の湖」ほか

く>入場料 S府 4.500円、 A席 4，000円、

あなたの声を広聴パドローJレ
市民のみなさんの意見や要望、

苦情な ど を聴 き 、 市 政に反映させ

ます。 お気軽にご利用を

く)9月20日(火)
10時-12時八幡公民館

14時-16時四之宮公民館

19時-21時真土自治会館

く)9月21日(水)
10時-12時須賀公民館

減 問 い 合わせは広報広聴課広聴担当へ{内線 355)
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ム

M
i
-
--新
学
期
が
始
ま
っ
た
が
、
夏
休
み
の
間
に
気
の
ゆ
る
み
か
ら
生
活
の
リ
ズ
ム
を
乱
・:
会

A
M
-
-
-

年
相
談
室
に
も
、

A
M
-
--

し
、
非
行
に
走
っ
て
し
ま
う
:
:
:
そ
ん
な
ケ
I
ス
が
回
立
つ
の
も
こ
の
季
節
。

m
H
少

:-
w

「
耳
休
み
前
と
服
装
や
言
葉
遣
い
、
親
や
教
師
に
対
す
る
態
度
が
:
-
A
H

A
M
-
-
-

ガ
ラ
っ
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
相
談
が
増
え
る
。
そ
こ
で
、
青
少
年
の
非
:
・会

A
M
-
-
-

行
化
防
止
に
取
り
組
む
団
体
の
活
動
と
、
官
少
年
相
談
事
業
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

:
-
A
V

環
境
浄
化
員
の
活
動

有
害
な
環
境
か
ら
背
少
年
を

守
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

対
す
る
大
人
の
関
心
を
高
め
る

た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
の
が

背
少
年
環
境
浄
化
員
。
自
治
会

長
の
推
薦
を
受
け
た
二
百
十
五

人
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
市
内

二
十
八
小
学
校
区
ご
と
に
活
動

し
て
い
る
。

ま
た
、
各
地
区
の
代
表
に
よ

り
連
絡
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、

有
害
広
告
・
薬
物
乱
用
喫
煙
飲

酒
防
止
・
有
害
図
符
類
調
査
の

三
部
会
に
分
か
れ
て
、
よ
り
専

門
的
な
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

最
近
、
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
、
い
わ
ゆ
る

「テ
レ
ク

ラ
」
な
ど
の
違
法
看
板
の
撤
去

活
動
。
自
治
会
や
背
少
年
指
導

口
な
ど
と
協
力
し
て
、
市
の
撒thv 

z
h
k

なた断

a

舵

『

A
W
Mし

w

去撤文
る

4

・
nu
 

nu 

R-d 
qJV 

ですま年今

広報ひらつか第 535望号

去
指
導
に
従
わ
な
い
こ
れ
ら
の

違
法
宕
板
の
取
り
外
し
を
実
施

し
て
い
る
。
今
年
度
す
で
に
約

三
千
五
百
枚
(
八
月
末
ま
で
)

の
看
板
を
撤
去
し
た
。

青
少
年
補
導
員
の
活
動

官
少
年
の
非
行
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
繁
華
街
だ
り
で
な
く

周
辺
地
域
を
含
め
て
巡
回
指
導

し
て
い
る
の
が
官
少
年
補
導

員
。
学
校
長
の
推
煎
に
よ
る
中

学
校

・
高
校
の
教
員
、
お
よ
び

民
間
人
の
合
計
四
十
二
人
で
連

絡
協
議
会
を
組
織
し
、
「
愛
の

一
声
運
動
」
を
行
っ
て
い
る
。

危
険
な
テ
レ
ク
ラ

女
子
中
学
生
の
四
人
に
一
人

は
「
テ
レ
ク
ラ
」
を
利
用
し
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
調
査
結
果
が
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
話
題

を
呼
ん
だ
ば
か
り
。
実
際
に

は
、
興
味
半
分
に
電
話
し
た
も

の
が
大
多
数
と
思
わ
れ
る
が
、

性
的
な
被
害
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
ケ
1
ス
な
ど
も
発

生
し
て
い
る
。

現
在
市
内
に
は
、
平
塚
駅
周

辺
に

「
テ
レ
ク
ラ
」
が
七
居
あ

る
が
、
最
近
は
庖
ま
で
出
掛
け

な
く
て
も
自
宅
で
利
用
で
き
る

い
わ
ゆ
る

「ツ
1
シ
ョ
ッ
ト
ダ

イ
ヤ
ル
」
の
利
用
が
増
え
て
い

る。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
供
た

ち
が
面
白
半
分
に
利
用
し
た
り

し
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

主
な
活
動
は
、
毎
週
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
、
繁
華

街
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
愛
護

指
導
。
ま
た
、
七
夕
や
花
火
大

会、

J
リ
1
グ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
日
、
さ
ら
に

耳
休
み
な
ど
長
い
休
み
の
問
に

は
夜
の
特
別
愛
護
指
導
も
行
っ

て
い
る
。

青
少
年
の
喫
煙

飲
酒
が
常
習
化

昨
年
一
年
間
で
、
背
少
年
補

導
員
が
愛
謹
指
導
し
た
背
少
年

は

一
千
三
百
人
を
上
回
り
、
前

年
に
比
べ
約
百
七
十
人
も
増
加

し
て
い
る
。
内
訳
と
し
て
は
、

喫
煙
に
よ
る
も
の
が
九
百
二
十

五
人
で
全
体
の
約
七

o
rを
占

め
、
前
年
よ
り
も
二
百
人
近
く

増
加
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

こ
の
結
呆
は
、
喫
煙
や
飲
酒
が

低
年
齢
化

・
日
常
化
し
て
い
る

と
い
う
各
種
調
査
の
指
摘
を
裏

付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

背
少
年
に
と
っ
て
興
味
本
位

で
の
喫
煙
や
飲
酒
が
常
習
化

し
、
健
康
を
害
し
た
り
、
非
行

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
心
配
さ
れ

る
。
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

未
成
年
者
の
喫
煙

・
飲
酒
に
つ

い
て
は
、
家
庭
で
も
十
分
注
意

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
容
に
つ

い
て
普
段
か
ら
話
し
合
っ
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
。

青
少
年
相
談
の
実
態

m
H
少
年
相
談
室
で
は
、
背
少

年
の
悩
み
や
苦
し
み
、
ま
た
不

幸
に
し
て
非
行
に
走
っ
て
し
ま

っ
た
本
人
や
そ
の
家
族
な
ど
の

悩
み
の
桐
談
窓
口
を
設
け
て
い

る。
最
近
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て

は
、
夜
遅
く
ま
で
営
業
す
る
屈

の
増
加
に
と
も
な
い
、
深
夜
外

出
や
無
断
外
泊
な
ど
か
ら
始
ま

り
、
登
校
拒
否
、
家
出
な
ど
に

進
み
、
相
談
に
訪
れ
る
ケ
1
ス

が
多
い
。
一
特
に
、
女
子
中
学
生

に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
る

の
が
心
配
さ
れ
る
。

マ
受
付
日
時
月
'
・
3
金
曜
日
、

午
前
9
時

1
午
後
4
時

マ
住
所
見
附
町
回
答
1
号

(
市
民
セ
ン
タ
ー
2
階
)

マ
電
話
番
号

M
l七一ニ
一
一

相
談
は
、
家
族
や
本
人
か
ら

の
も
の
を
始
め
、
学
校
や
瞥
察

な
ど
か
ら
の
委
託
ケ
1
ス
に
つ

い
て
も
受
け
付
け
て
い
る
。
解

決
の
難
し
い
ケ
l
ス
は
、
中
央

児
童
相
談
所
な
ど
の
専
門
機
関

と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
指
導
に

当
た
っ
て
い
る
。

お
子
さ
ん
の
様
子
が
最
近
お

か
し
い
な
と
感
じ
た
ら
、
早
自

に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

鈴川沿いに
立堀親水公園

三浦ミヨ子さん(豊田本郷)

私
は
、
い
つ
も
束
橋
を
渡

り
、
鈴
川
右
岸
沿
い
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
1
ス
を
南
に
歩

い
て
玉
川
橋
ま
で
行
き
ま
す
。

そ
こ
で
折
り
返
し
、
鈴
川
と

渋
田
川
の
合
流
地
点
近
く
の

立
堀
橋
を
渡
っ
て
立
堀
親
水

公
園
を
通
り
抜
廿
、
行
き
と

反
対
側
の
土
手
。を
戻
り
ま
す
。

こ
の
コ
1
ス
に
は
、
い
つ

も
の
ん
び
り
と
釣
り
を
楽
し

ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
ま

す
。
川
面
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
水
鳥
が
群
れ
遊
び
、
五
十

日
ン
肘
以
上
も
あ
り
そ
う
な
鯉

も
泳
い
で
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
図
鑑
で
し
か
見

た
こ
と
が
な
か
っ
た
カ
ワ
セ

ミ
を
自
の
前
に
し
た
と
き

は
、
思
わ
ず
立
ち
止
ま
り
奇

麗
な
羽
の
色
に
見
と
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
雑
草
の
種
類

も
多
く
、
四
季
折
々
に
か
れ

ん
な
花
を
つ
け
、
山
野
草
の

好
き
な
私
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

帰
り
道
は
、
大
山
方
面
の

山
々
の
眺
め
が
紫
晴
ら
し

く
、
初
雪
の
と
ろ
は
墨
絵
の

よ
う
で
東
北
の
田
舎
を
思
い

出
し
ま
す
。
晴
れ
た
日
の
富

士
山
も
、
ま
た
格
別
で
す
。

最
近
、
畑
だ
っ
た
と
こ
ろ

が
住
宅
に
変
わ
り
、
美
し
い

景
色
も
だ
ん
だ
ん
見
ら
れ
な

く
な
り
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念

で
す
。
土
手
を
覆
う
雑
草
の

世
界
も
、
な
か
な
か
厳
し
い

ら
し
く
、
い
つ
の
間
に
か
勢

い
の
強
い
草
だ
け
が
は
び
こ

っ
て
い
く
様
子
を
眺
め
な
が

ら
、
健
康
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

〈募
集
〉
百
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

〈送
り
先
〉
〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
課
「
私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係
。

社会福祉展j山ふれあうまちづ、くり観光風景写生コンクール

い き い き と 暮 らせる街がいいー老人保健福祉計画。。

33-2333 

9月29日(木)'" 10月4日(火)

午前10時から午後6時30分

(最終日は午後 3時まで)

会場市民プラザ

【内容】
-社会福祉に闘するパネル展示

・社会福祉施設(利用者)の作品展示

.地域作業所の製品即売 会

担当 平塚市社会福祉協議会

日時

時間

身近な風景や日ごろ親しんでい

る観光行家などの作品を募集
【例】主な崇勝地…湖南平、湘南潮来、平

塚砂丘夕映え、森の前xゐ神社、八備山公

闘、緩降りの沌、金目川、七国峠、総合公

園、平塚海伴、史 跡 な ど

主な行事・・・七夕まつり 、緑化まつり、市民

市、盆踊り、ピーチパークなど

。応事事上 の注意

①応募は中学生以 下とし、康面に画組、住

所、氏名(ふりがな)、学校名、学年(年

齢)、電話番号を記入し「〒254平塚市浅

間町 9- 1 平塚市観光協会J (商扱観光

邸内)へ提出を。 締 め 切 り は 9月30日樹

②サイズは四つ切り以上でクレヨン、ク レ

パス、水彩、版画、油絵等なんでもよい。



背

少

年

本

人

の

悩

み

に

つ

い

ち

背

少

年

環

境

浄

化

員

は

、

こ

て

、

親

や

先

生

に

代

わ

っ

て

専

の

「

地

域

」
の
役
割
を
補
い
、

門

の

相
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日
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を
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、

ア

ま

た

推

進

す

る

た

め
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活

動

を

ド

パ
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す
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が

ヤ

ン

グ

テ
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開

し

て

い

ま

す

。

レ

ホ

ン

。

昨

年

度

の

い

た

ず

ら

最

近

、

特

に

力

を

入

れ

て

い

な

ど

を

除

く

実

際

の

相

談

件

数

る

の

は

「

テ

レ

ク

ラ

」

な

ど

の

は、

一
千
二
百
二
十
三
件

。

違

法

看

板

の

取

り

外

し

で

す

。

心

配

ご

と

や

悩

み

ご

と

が

あ

し

か

し

、

現

実

に

は

い

く

ら

取

っ

た

ら

、

ひ

と

り

で

悩

ま

ず

に

り

外

し

て

も

ま

た

付

廿

る

と

い

ぜ

ひ

相

談

を

。

う

イ

タ

チ

ご

っ

こ

の

繰

り

返

マ
受
付
臼
時
月
5
土

昭

目

、

し

。

大

人

の

利

用

が

あ

る

か

ら

午
前
9
時
(
土
曜
日
は
午
後
1

と
は
い
え
、
釈
然
と
し
な
い
気

時

)
3午
後
6
時

叩

分

家

庭

・
学
校

・
地
域
。
背
少
に
は
、
こ
の
三
者
の
協
力
が
欠
持
ち
が
残
り
ま
す
。

マ
電
話
番
号
お
l
七
八
三

O

年
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め

か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
子
供

初
期
消
火
は
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で

第 535雪

、、"， 

家
庭
や
地
域
の
協
力
を

悩みごとは

ヤングテレホン

電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
ピ
ラ
を
撤
去

みみでなやみなし

33-7830 

平成6年 9月 15日

平塚市総合防災訓練
火を覆うように

広縁ひらつか

水道管が破裂/急いで復旧を

(5) 

青少年環境浄化員

小宮己代子さん

(横内)
平
爆
市
総
合
防
災
訓
練

が
八
月
二
十
八
日
(
臼
)

に
総
合
公
園
多
目
的
広
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

様
々
な
被
害
を
想
定
し

て
そ
の
対
応
を
訓
練
し
ま

し
た
が
、
消
化
訓
練
に
は

東
海
大
学
の
留
学
生
も
初

め
て
参
加
し
其
剣
な
表
情

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

だ
っ
た
こ
ろ
に
は
、
悪
い
こ
と

を
す
る
と
近
所
の
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
に
必
ず
し
か
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
夜
遅

く
子
供
た
ち
が
た
む
ろ
し
て
い

た
り
、
た
ほ
乙
を
吸
っ
て
い
て

も

「さ
わ
ら
ぬ
神
に
た
た
り
な

し
」
と
い
っ
た
感
じ
で
無
視
し

て
し
ま
う
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
せ
め
て
、
身

の
回
り
の
子
供
た
ち
の
行
動
く

ら
い
は
、
気
を
つ
け
て
見
守
っ

て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

*-
7じ
を
め，--
カて
It 
て

斉
放
水

緊急時の食料は即席でも

.~砂・4砂・4砂・4・4・・4・・・・.・・・・・・.・・・4・・・・・・・・・・4砂・.~・4・・・・・・・4・・・・・・...~砂・・・・..・..~砂・・4・4砂
O/"~ ~ ~ .....-..... /俗、 : ・日 時 10月29日(土)、 30臼 (日)、

戸際~.A'~t ・".1、 と三~~雪、 織¥<1Tj日月 5日(土)、 6日(日)10時 -16時
，時.~謹.，.，. .~‘/ .γ 司~ .....-.... ']・・.....・1"""-";:γ、: 30分
r~ ~/拐、面 ι~泊 .r<~眠 司‘、 ; ・会場災術館アトリエ、駐輪場

、:\.辺，~" ‘~"_I 司・号室之?F ・~・ j ・教材質 4000円程度、， い¥⑥?心~ て二~ 以~~ 司.，. ~ ・申込期限 10月 3日(月)必定f
¥之よ:::...-' -園.....- ，........_， ...... ン 『ー- ・ 申込方法 往復はがきに希望のワー

・・・・・・・・・・・・4・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・4・4・4砂jクショップ名、住所、氏名、屯括審号
食秋の自然観察会 日-29日)、北図曾館(9月 16臼-23 : を記入のうえ、美術館へ。対象は高校

生以上。定員は各20人。多数抽せん
日)、西図由館(9月21日-29口)

~ O中央図書館 : 会市民アートギャラリー

〒 254浅 間町12-41 屯 話31-0415
【則天出迎会展・全国七夕競科大会展10:1ヒ図書館 : 
・期間 9月 15日(木) -20日(火)

干 254田村5155- 1 屯 話53-1232
【平塚災術協会展】

:0西図書館
-期間 9月21日(水) -27日

〒 254山下760-3 慢 話36ー 3555
【アトリエ ・パンピ作品展】

D・.5・・ET : ・期間 9月 29日(木)叶O月 4日(火)彊: 【]RP写 真展】

・期間 10月 5日(水) -9臼

公美術館ワークショップ j 【MOA平原児童画作品展】
・期間 10月 13日(木) -16n (日)

@浮世絵版画の魅力を語る j・市民アートギャラリーの利用受付

「盤とベろ援の不思議なブルーJ : 絵画、彫盟、工芸、官、写其など、

・日時 10月15日(土) 13時 -16時 30 :市民のみなさんの美術の発展の場とな

:分、 16臼(日) 10時-16時30分 : る市民アートギャラリーの平成 7年度

・会場 災術館アトリエ ;前期分(4月- 9月〉の利用申し込み

・教材世 2500円程度 :を受け付ける。なお、利用日が虫なつ

・申込期限 9月26日(月)必指 ;た場合は抽せん。

。プルシャンブルーはじめて物 語 ; ・利用条件 1日単位で最高 6円問

「背い人工顔料J ; ・利 用 料 全室10000円、 A主主6000円、
・日時 10月22日(土)、 23日(日)10 : B室 4000円(市外の方は 5割増し)

;時 -16時 30分 : ・受付期間 10月 1日(土)-9円(円)

・教材質 2500円程度 :0休館日 毎週月曜日 ・10月 11臼{火)

・申込期限 10月 1日(土)必泊 :0美術館

;@ フレスコ画 ; 干加西八幡1-1-3電話35-2111
「狩い顔料で壁に描く」

・4砂4砂・・4・・・.・・4・・・・.・・・・・・・.....~・・・4・・・・4・・・・.......~・・.~・・・・...~・・・・.~・.~・.・.~・・4砂

』恥 晶画r ! 

救助 隊 の あ ざ や か な 手 際

-日程 10月 2日(臼)、 6臼(木)

※どちらか都合のよい口

-場所楽野市弘法山

-申込方法往復はがき(1家族 1枚)

に住所、氏 名、電話番号、希望日を舎

いて「秋の自然観察会」係ヘ

・申込期限 9月21日(水)

E--=1"E~三言書
会 こども 美 術 教 室11

平塚のことを版画で彫ってみよう。

・円程 10月 16日-12月 11日 (10月 30

日は除く}の毎週日昭 円、全 8回

・時間 10時 -12時

・会場背 少 年 会 館 美術室

・対象小学 4年 生~中学 3年生20人

・持ち物 彫 刻刀 、材料費1000円

・申込期限 10月 9日(日)く先哲11限〉

O休館日 毎週月曜日、 9月15目、 9
刀23目、 10月 11日(なお、 11月15日-17

日は館内改修工事のため休館)

。 青少年会館

〒制浅間町12-41屯話32ー 7029

(火)

(日)(火)まで

9月22日

。発掘調査報告 9月20日

@博物館実習生による展示

(木) -10月30日(日)

。休館日 毎 週 月 曜 日 、 月 末

。博物館

〒お4浅間町12-41電 話33-5111

E図・・E三週・・3ヨ

会寄贈品コーナー展示

| 博物館 i

参加自由。

19時-20時30

会星を見る会

土星と金星を見ょう。

・日時 10月 14日 (金)

分(袋、雨天時中止)

・場所 博物館屋上(科 学教室集合)

。 10月 2日(日) 10時、 14時、中央館

「ティファニーで朝食をJ114分

。 10月 9日 (日)10時、 14時、中央館

「それい廿アンパンマン 恐竜ノッシ

ーの大口険J90分

。休館日 毎週月昭白、月末

。特別獲理休館中央図的 館(9月 16

会映画会

会 プラネ タ リ ウ ム

。 ハ ップルスペーステレスコープ

-投影期間と 日時 10月30日(日)ま

での土 ・日曜日、 11時 と14時の 2因。

会 漂着物を拾う会

-日時 10月 8日(土) 9時 30分 -11

時。参加自由。(雨天時中止)

・集合 花 水川橋平塚側たもと集合
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